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　　　銀行等の株式等の保有の制限等に関する法律の一部を改正する法律案

　銀行等の株式等の保有の制限等に関する法律（平成十三年法律第百三十一号）の一部

を次のように改正する。

　第十九条第二項第一号を次のように改める。

　一　平成二十九年三月三十一日の経過

　第三十八条の二第三項中「の二分の一」を削る。

　第四十一条第三項中「場合」の下に「（銀行等の株式等の保有の制限等に関する法律

の一部を改正する法律（平成十五年法律第▼▼▼号）の施行の日の前日までに買い取っ

た場合に限る。）」を加える。

　附則第一条ただし書中「平成十六年九月三十日」を「平成十八年九月三十日」に改め

る。

　附則第二条を次のように改める。

第二条　削除

　　　附　則

　この法律は、公布の日から起算して一月を超えない範囲内において政令で定める日か

ら施行する。



　　　　　理　由

　銀行等をめぐる諸情勢の変化にかんがみ、銀行等に株式等の保有の制限を課する期限

を延期するほか、売却時拠出金を廃止し、銀行等以外の会社からの株式の買取りの価額

の制限を緩和し、及び銀行等保有株式取得機構の存続期限を平成二十九年三月三十一日

までとする必要がある。これが、この法律案を提出する理由である。


